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1. はじめに 

大陸と海にはさまれた日本では、梅雨、台風

などの激しい気象現象の発生等で国民の生命・

財産・社会生活に大きな影響をもたらす河川の

氾濫、土砂災害などが毎年発生している｡また、

通常、1 か月で降るような雨が集中して 1 日で 
降るという現象（集中豪雨）が発生し、河川の

氾濫や、山崩れ・がけ崩れなどが発生し、人々

の生活や生命を脅かすようになってきている｡ 
このように増加する集中豪雨等による水害や

土砂災害等に対して、適切な河川管理や防災活

動等に役立てるために、国土交通省が整備して

いる精度な数値標高モデル（DEM）の活用とし

て 、 米 国 水 文 工 学 セ ン タ ー （ Hydrologic 
Engineering Centers）で開発された水文解析ソフ

ト ウ ェ ア HEC-HMS （ Hydrologic Modeling 
System）や地理情報システム（GIS）を使用し、

河川の洪水に関する水文解析を試しみる｡また、

地理情報システム（GIS）を使用し、豪雨時の予

測される災害の発生地点、被害の拡大範囲およ

び被害程度などの情報を可視化できる GIS シス

テムの構築を試してみる｡ 
水文解析に使用する雨量情報は、気象庁のア

メ ダ ス （ AMeDAS ： Automated Meteorological 
Data Acquisition System）の雨量情報を使用する｡ 

 

２. 高精度な数値標高データ 

国土交通省は、平成 17 年から平成 21 年にか

けて１級河川沿いを中心に実施した航空レーザ

測量を基にした高精度な数値標高データ、約

134,000 ㎢（国土の約 35%）について、平成 24
年度から国土地理院サイトで基盤地図情報とし

て提供が開始された。この高精度な数値標高デ

ータ（5mDEM）を用いることにより、洪水、高

潮、津波等による浸水被害の予測や土砂災害の

危険性の調査等様々な用途に利活用が可能であ

る ｡ 数 値 標 高 モ デ ル の 仕 様 は 、 JPGIS2014
（GML）形式となっている（図１）｡ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 数値標高 5mDEM（GML）フォーマット 

 

この XML フォマットデータを解析し、標高デー

タを抽出、HEC－HMS に対応した DEM データ

変換ツールを作成した｡この変換プログラムは、

Java API を使用して開発を行った｡ 
 

３. アメダス降雨量データ 

 雨量データ等が保存されているアメダスデータ

から水文解析ソフトウェア HEC-HMS で使用す

る降雨量データをアメダスデータベースから抽

出するためデータ抽出プログラムを作成した。 
本研究で対象としたデータは、アメダス 10

分・時別値データ（雨量等）などで記録形式は

バイナリ形式（バイトオーダー：リトルエンデ

ィアン）である。このアメダスデータ蓄積シス

テムの開発は、C、Java の API を使用して行った｡ 
 

４. 水文解析 

高精度な数値標高モデル（5mDEM）飯塚市周

辺地域を GIS に統合し、水文解析を行った｡水文

解析には ArcGIS Spatial Analyst（ESRI）と米国水

文工学センターで開発された流域水文解析ソフ

トウェア HEC-HMS を使用した｡数値標高モデル

（DEM）データから窪地を平滑化して、データ

の小さな欠陥を取り除き、流域界や河川ネット
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<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<Dataset xsi:schemaLocation="http://fgd.gsi.go.jp/spec/・・・Schema.xsd" 

 xmlns:gml="http://www.opengis.net/gml/3.2"  

 xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"  

 xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink" 

 xmlns="http://fgd.gsi.go.jp/spec/2008/FGD_GMLSchema" 

 gml:id="Dataset1"> 

         ： 

 <DEM  gml:id="DEM001"> 

  <fid>fgoid:10-00100-13-60241-50303500</fid> 

  <lfSpanFr  gml:id="DEM001-1"> 

   <gml:timePosition>2013-07-02</gml:timePosition> 

  </lfSpanFr> 

  <devDate  gml:id="DEM001-2"> 

   <gml:timePosition>2013-07-02</gml:timePosition> 

  </devDate> 

  <orgGILvl>0</orgGILvl> 

  <orgMDId>fmdid:13-3201</orgMDId> 

  <type>5m メッシュ（数値地形）</type> 

  <mesh>50303500</mesh> 

         ： 
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ワークを作成することが可能である｡例えば流域

の面積の算出、集中豪雨時に水の流れる可能性

がある場所を特定することが可能である｡HEC-
HMS で使用する入力データは、HMS ツールや

ArcGIS を使用して作成を行った｡流域を複数の集

水域が集まったツリー上のシステムと捉えて、

その上流から下流までの降雨－流出過程をシミ

ュレーションすることが可能である（図２）｡広

範囲にわたる河川流域の地形的な空間分布とと

もに、都市域や各集水域の土地被覆状況を考慮

して流出量を算出することが可能である｡また、

過去の情報から水害や土砂災害等が発生するこ

とが想定される場合に、防災情報（注意報・警

報）の発信や避難場所等を判断するのに有効で

ある｡さらに、気象庁のアメダス降雨量情報を使

用することで、洪水等のシミュレーションを行

う上で、非常に有効であると考える（図３）｡ 
 

 
図２ 集水域（衛星画像 福岡県飯塚） 

 

５. おわりに 

HEC-HMS によるシミュレーション結果は

2003 年に発生した飯塚市遠賀川における過去の

洪水情報と一致している。この新しい高精度な

数値標高モデル（5mDEM）は、３次元モデルを

構成するにあたり非常に効果的である｡ 飯塚市遠

賀川周辺は、2003 年以降地理的特徴が変化して

いないので、シミュレーションを行う上で DEM
の精度は十分である。また、HEC-HMS はフリー

ソフトのためマニュアルや導入実績等が少なく、

あまり進んでいない実情である｡市町村（福岡県

飯塚市、桂川町など）での災害情報の活用を前

提に、導入プランの検討を行っている｡フリー

GIS ソフトウェアやライセンス料の発生しない水

文解析ソフトウェア等（HEC-HMS）の導入事例

が確立すれば、他の予算の少ない市町村でも導

入が可能となり、市町村等の防災・災害対策に

役立つものと思われる｡ 
 

  
 

図３ 飯塚市 5mDEM 洪水予想 
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